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3月定例会のあらまし
　

令
和
４
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
９
日
か
ら
３
月
18
日
ま
で

の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
日
の
本
会
議
初
日
に
戸
田
村
長
か
ら
提
案
理
由
に
先
立

ち
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
村
の
対
応
状
況

に
つ
い
て
、
２
月
１
日
か
ら
２
回
目
接
種
後
に
一
定
の
期
間
が

経
過
し
た
方
を
対
象
と
し
て
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
開
始

し
、
３
月
４
日
現
在
、
１
，
３
５
０
人
が
接
種
し
、
５
月
末
に

は
対
象
者
全
員
の
接
種
を
終
え
た
い
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。　

　

ま
た
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、
灯
油
や
ガ
ソ
リ
ン
価
格

が
急
騰
し
、
こ
れ
に
よ
り
電
気
・
ガ
ス
料
金
も
値
上
げ
さ
れ
る

な
ど
、
厳
寒
期
の
村
民
生
活
を
圧
迫
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
低
迷
か

ら
抜
け
出
そ
う
と
し
て
い
る
経
済
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
分
の
燃
油
購
入
券

を
交
付
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
２
月
10
日
に
村
内
全
世
帯
に
発

送
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
令
和
４
年
度
の
９
会
計
の
当
初
予
算
を
は

じ
め
、
令
和
３
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
一
部
改
正

な
ど
議
案
31
件
、
承
認
３
件
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

17
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、４
人
の
議
員
が
登
壇
し
、

「
通
学
路
に
お
け
る
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
」、「
水

道
料
金
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
」、「
子
宝
祝
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
」、「
白
糠
漁
港
（
焼
山
地
区
）
の
次
期
整
備
構
想
の
早
期

事
業
化
に
つ
い
て
」
な
ど
、
村
の
考
え
方
を
問
い
た
だ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
を
中

止
し
、
農
家
経
営
支
援
の
強
化
を
求
め
る
陳
情
」、「
学
校
給
食

の
無
償
化
」
に
つ
い
て
は
採
択
と
し
、
意
見
書
を
国
へ
提
出
い

た
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
六
ヶ
所
村
Ｈ
Ｐ

（http://w
w
w.rokkasho.jp/

）
内
の
「
六
ヶ
所
村
議
会
」「
会

議
録
閲
覧
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

令和４年度一般会計予算令和４年度一般会計予算 １５０億２,３００万円１５０億２,３００万円

令和4年度各会計当初予算の状況
( 単位：千円）　

会 計 名 令和4年度当初予算 令和3年度当初予算 比 較

一 般 会 計 15,023,000 15,419,000 △ 396,000

国民健康保険特別会計
　　　　　　　　（事業勘定） 1,026,000 1,064,000 △ 38,000

後期高齢者医療特別会計 100,000 85,000 15,000

国民健康保険特別会計
　　　　　（千歳平施設勘定） 119,000 120,000 △ 1,000

介 護 保 険 特 別 会 計
　　　　　　（保険事業勘定） 1,151,000 1,234,000 △ 83,000

水 道 事 業 会 計 592,223 399,169 193,054

農業集落排水事業会計 139,060 142,042 △ 2,982

下 水 道 事 業 会 計 1,139,538 1,073,451 66,087

工 業 用 水 道 事 業 会 計 37,717 30,852 6,865

合　　　　　　計 19,327,538 19,567,514 △ 239,976

全会計総額１９３億２,７５３万８千円全会計総額１９３億２,７５３万８千円

令 和 4 年 3 月 定 例 会令 和 4 年 3 月 定 例 会

３月定例会における議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　　名 議決日 議決結果

議案第１号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第９号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第２号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（事業勘定第４号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第３号 令和３年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第４号 令和３年度六ヶ所村国民健康保険特別会計補正予算（千歳平施設勘定第４号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第５号 令和３年度六ヶ所村介護保険特別会計補正予算（保険事業勘定第４号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第６号 令和３年度六ヶ所村水道事業会計補正予算（第４号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第７号 令和３年度六ヶ所村農業集落排水事業会計補正予算（第３号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第８号 令和３年度六ヶ所村下水道事業会計補正予算（第５号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第９号 令和３年度六ヶ所村工業用水道事業会計補正予算（第３号） 令和4年3月16日 原案可決

議案第１０号 令和４年度六ヶ所村一般会計予算 令和4年3月16日 原案可決

議案第１１号 令和４年度六ヶ所村国民健康保険特別会計予算（事業勘定） 令和4年3月16日 原案可決

議案第１２号 令和４年度六ヶ所村後期高齢者医療特別会計予算 令和4年3月16日 原案可決

議案第１３号 令和４年度六ヶ所村国民健康保険特別会計予算（千歳平施設勘定） 令和4年3月16日 原案可決

議案第１４号 令和４年度六ヶ所村介護保険特別会計予算（保険事業勘定） 令和4年3月16日 原案可決

議案第１５号 令和４年度六ヶ所村水道事業会計予算 令和4年3月16日 原案可決

議案第１６号 令和４年度六ヶ所村農業集落排水事業会計予算 令和4年3月16日 原案可決

議案第１７号 令和４年度六ヶ所村下水道事業会計予算 令和4年3月16日 原案可決

議案第１８号 令和４年度六ヶ所村工業用水道事業会計予算 令和4年3月16日 原案可決

議案第１９号 六ヶ所村職員の服務の宣誓に関する条例等の一部を改正する条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２０号 六ヶ所村職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２１号 固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２２号 六ヶ所村都市計画法に基づく開発許可等の基準に関する条例の一部を改正する
条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２３号 六ヶ所村消防団条例の一部を改正する条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２４号 六ヶ所村ひとり親家庭等医療費給付条例の一部を改正する条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２５号 六ヶ所村公営企業の剰余金の処分等に関する条例の一部を改正する条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２６号 六ヶ所村農業集落排水処理施設条例及び六ヶ所村下水道条例の一部を改正する
条例について 令和4年3月16日 原案可決

議案第２７号 千歳平小学校校舎解体工事請負契約の締結について 令和4年3月18日 原案可決

議案第２８号 村道路線の認定について（室ノ久保表館線） 令和4年3月18日 原案可決

議案第２９号 村道路線の認定について（新城平2号線） 令和4年3月18日 原案可決

議案第３０号 村道路線の変更認定について（老部川3号線） 令和4年3月18日 原案可決

議案第３１号 公の施設の指定管理者の指定について（室ノ久保地区ゲートボール場） 令和4年3月18日 原案可決

承認第１号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第６号）の専決について 令和4年3月16日 承認

承認第２号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第７号）の専決について 令和4年3月16日 承認

承認第３号 令和３年度六ヶ所村一般会計補正予算（第８号）の専決について 令和4年3月16日 承認

議 案 審 議議 案 審 議
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１
．
通
学
路
に
お
け
る

登
下
校
時
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

 

【
問
】　

交
通
事
故
が
発
生

し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
る

春
に
は
、
交
通
安
全
協
会

や
交
通
安
全
指
導
員
な
ど

有
志
の
方
々
に
よ
る
児
童

生
徒
の
見
守
り
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
や
部
活
動
、
塾
等
に

通
う
児
童
生
徒
は
、
日
没

後
の
暗
い
道
を
通
り
帰
宅

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
防
犯
灯
が
整

備
さ
れ
て
い
な
い
通
学
路

に
つ
い
て
、
早
急
に
防
犯

灯
を
整
備
し
、
児
童
生
徒

の
安
全
を
確
保
す
る
考
え

は
な
い
か
。

 

【
答
】　

防
犯
灯
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
「
六
ヶ
所
村
防

犯
灯
設
置
要
綱
」
に
基
づ

き
、
整
備
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
毎
年
、
自
治
会
等

か
ら
の
設
置
希
望
箇
所
等

の
要
望
の
ほ
か
、
「
六
ヶ
所

村
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
小
中

学
校
通
学
路
合
同
点
検
で

指
摘
を
受
け
た
場
所
に
対

し
て
、
年
度
ご
と
に
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
、
現
在
、
村
内

に
は
約
３
千
基
の
防
犯
灯

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
か
か

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
全

て
村
で
負
担
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
村
内
の
通
学
路
へ

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
泊

地
区
の
国
道
３
３
８
号
の

歩
道
部
分
に
対
し
て
、
平

成
29
年
度
か
ら
順
次
行
い
、

全
長
約
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
歩
道
に
対
し
て
、
現
在
の

と
こ
ろ
、
約
３
．
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
、
残
り
の
歩

道
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し

て
も
、
防
犯
灯
の
整
備
に
つ

き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒
の

み
な
ら
ず
、
通
行
人
の
夜

間
の
安
全
確
保
と
犯
罪
防

止
の
観
点
か
ら
、
自
治
会
・

町
内
会
等
の
ご
意
見
・
ご

要
望
に
加
え
、
学
校
関
係

者
か
ら
の
ご
意
見
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、
引
き
続
き
、

整
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

２
．
令
和
４
年
以
降
の

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い

て

 

【
問
】　

昨
今
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
状
況

か
ら
令
和
２
年
度
以
降
、

「
た
の
し
む
べ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
や
「
産
業
ま
つ
り
」

と
い
っ
た
村
内
行
事
が
こ

と
ご
と
く
中
止
と
な
り
、
更

に
現
在
、
感
染
拡
大
が
続

い
て
い
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
発
生
に
よ
り
本
村
だ
け

で
は
な
く
各
自
治
体
が
あ

ら
ゆ
る
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
自
粛
し
て
い
る

状
況
で
す
。

　

し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ス
等

の
情
報
に
よ
る
と
国
内
外

で
飲
み
薬
の
開
発
が
進
め

ら
れ
、
こ
れ
が
普
及
す
れ

ば
世
界
経
済
に
活
気
が
戻

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
本

村
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
の
考
え
方
に
つ
い

て
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
期
に
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
３
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
終
了
状
況

を
鑑
み
た
上
で
、
今
後
の

村
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
方

針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

【
答
】　

村
の
各
種
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
青
森
県
が
示
し

て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

青
森
県
対
処
方
針
」
等
に

基
づ
き
、
村
民
へ
の
影
響

を
鑑
み
て
開
催
の
可
否
を

判
断
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
終
了
し
た
と
し
て
も
、

感
染
拡
大
の
可
能
性
が
な

く
な
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
は
、
従
前
と
同
様
、

基
本
的
に
は
青
森
県
が
示

し
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
青
森
県
対
処
方
針
」
等

の
ほ
か
、
「
祭
り
・
イ
ベ
ン

ト
等
開
催
に
向
け
た
感
染

拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
基
づ
き
、
慎
重
に
開
催

可
否
を
判
断
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
に
開
催
を

予
定
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
村

観
光
協
会
と
協
議
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

現
行
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

「
来
場
者
の
氏
名
」
、
「
住
所

及
び
連
絡
先
等
の
把
握
」、

「
飲
食
エ
リ
ア
の
設
定
」
及

び
「
エ
リ
ア
の
感
染
対
策
」

の
ほ
か
、
来
場
者
同
士
の

会
話
の
制
限
な
ど
、
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
感

染
対
策
が
多
数
あ
り
ま
す

の
で
、
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
・

効
果
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

１
．
水
道
料
金
の
引
き

下
げ
に
つ
い
て

 

【
問
】　

本
村
の
水
道
事
業

は
、
年
々
経
済
情
勢
が
悪

化
へ
と
変
化
す
る
現
状
で

あ
り
な
が
ら
約
30
年
間
に

わ
た
っ
て
料
金
体
系
の
見

直
し
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
老
朽
管
の
交
換
な
ど

の
整
備
は
ほ
ぼ
計
画
通
り

に
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
、

経
営
は
財
政
的
に
安
定
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
基
本
水
量
に
つ
い
て

は
８
㎥
で
１
，
１
０
０
円

と
割
高
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
、
超
過
料
金
は
、
本
村

が
１
㎥
で
１
２
０
円
と
最

も
安
価
で
あ
り
ま
す
。
メ
ー

タ
ー
使
用
料
は
、
三
沢
市

と
野
辺
地
町
で
は
無
料
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

家
計
へ
の
負
担
軽
減
と
し

て
、
割
高
と
な
っ
て
い
る

基
本
水
量
８
㎥
を
10
㎥
に

見
直
し
、
ま
た
、
メ
ー
タ
ー

使
用
料
を
廃
止
と
し
、
さ

ら
に
、
来
年
度
か
ら
水
道

料
の
基
本
料
金
に
つ
い
て

１
年
間
減
免
す
る
と
い
う

思
い
切
っ
た
対
策
を
検
討

願
い
た
い
と
思
う
が
如
何

か
。

 

【
答
】　

水
道
事
業
経
営

は
、
独
立
採
算
制
で
運
営

す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、

水
道
料
金
は
、
維
持
運
営

の
た
め
の
必
要
経
費
、
企

業
債
の
償
還
金
や
将
来
に

お
い
て
老
朽
化
す
る
施
設

の
更
新
費
用
な
ど
を
勘
案

し
、
世
代
間
の
負
担
平
準

化
を
図
り
な
が
ら
総
合
的

に
定
め
る
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
は
、
人
口
減
少
や

物
価
上
昇
な
ど
の
社
会
情

勢
の
中
で
経
営
が
厳
し
く

な
り
、
全
国
的
に
は
値
上

げ
が
相
次
ぎ
、
本
村
で
は

水
道
料
金
体
系
を
維
持
す

る
た
め
、
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
な
ど
の
各
種

交
付
金
を
活
用
し
て
、
水

道
管
更
新
工
事
な
ど
を
実

施
し
、
村
民
の
負
担
を
極

力
低
減
で
き
る
よ
う
努
め

村の考えを問います。村の考えを問います。

一般質問一般質問
一般質問とは？一般質問とは？
※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ※議員が村の行政全般にわたる執行状況や将来の方針などについ
て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。て、報告や説明を求めたり質問することで、定例会で行われます。

髙
田

　
　
翔 

議
員

附
田

　角
栄 

議
員

一 般 質 問一 般 質 問 クローズアップクローズアップ

※ NEW！は新規事業

注目！令和 4 年度予算   
重 点 施 策 ７ 項 目！

六ヶ所村の将来像
「安らぎと幸せを実感できるまち」を
実現するために！

　六ヶ所村では、平成28年度から令和７年度までの10年間を期間とする、「第４次六ヶ所村総合振興計画」を策定し、「郷土（ふ
るさと）を愛し、未来（あした）へ躍進」を理念に掲げ、将来像である「安らぎと幸せを実感できるまち」の実現に向けて各分野に
おける諸施策を進めております。本村の将来像を実現するために、下記の７項目をまちづくりの基本目標に掲げ、各分野における重
要課題の解決に向けて限られた資源を効果的に活用し、持続可能な地域づくりを進めていくこととしております。この７項目の令和
４年度の予算について、ご紹介いたします！

◆スマート農業推進事業費補助事業（6,500 千円）

自動操舵システム導入支援補助

農業用ドローン購入補助

ドローン操作資格取得補助

◆ショッピングセンター REEV 改修事業費補助事業

　（27,535 千円）NEW!

駐車場等の施設改修事業に対する費用補助

１.“経済の力”を高めるために「個性豊かで多様な産業を育てる」

◆おぶちこども園天井等改修事業
　（29,377 千円）NEW!

建築基準法改正に伴う天井耐震改修
◆小中学校タブレット端末購入事業
　（28,317 千円）NEW!

平成 26、27年度に整備したタブレット
端末の保守
サポート期間終了に伴う整備
＜小学校（５、６年）、中学校（全学年）、
教員計412 台＞

◆大石総合運動公園改修事業
　（13,364 千円）NEW!

体育館照明器具、第三球場芝生改修

２.“人財の力”を高めるために「未来を支える人と文化を育てる」

◆各種健康診査委託事業（37,247 千円）

各種がん検診、腹部超音波検査、骨

密度検査、脳検診等

◆新型コロナウイルス検査助成事業（688 千円）

PCR 検査費用の一部助成

◆乳幼児等医療費給付事業（36,390 千円）

０歳から18 歳までを対象とした医療

費給付

※令和４年度から給付対象を高校生

まで引き上げ

３.“安心の力”を高めるために「共に健康でいきいきした暮らしを創る」

◆消火栓更新事業 （66,219 千円）NEW!

◆旧千歳中学校利活用防災資機材庫改修事業

　（72,267 千円）NEW!

事務室新設、屋根改修ほか

◆（仮称）千歳平地区消防・防災拠点整備事業

　（135,900 千円）NEW!

旧千歳平保育所跡地を活用した消防防災拠点

整備事業

木造平屋建、多機能型広場整備、耐震性貯水

槽整備

４.“安全の力”を高めるために「あらゆる災害に対応して安全を守る」

◆（仮称）尾駮地区多目的広場整備事業

　（59,673 千円）NEW!

駐車場、歩道舗装、芝生、照明灯２基　ほか

◆尾駮レイクタウン北３号公園防球ネット改修

　事業（9,608 千円）NEW!

防球ネット天井張

◆空家等利活用事業（3,000 千円）

空家等の解消のために行う改修への費用補助

◆特定空家等除去支援事業（7,500 千円）

特定空家等の解体、撤去及び処分への費用補助

６.“生活環境の力”を高めるために「便利で快適な暮らしの場を創る」

◆ごみ収集所設置事業（6,013 千円）

ごみ収集所デザインコンクール（中学生対

象）最優秀賞作品をもとにしたごみ収集

所の建替え。

＜実施予定：千歳、戸鎖、老部川地区　

各１棟＞

◆災害廃棄物処理計画策定業務委託事業

　（3,859 千円）NEW!

災害廃棄物の適正かつ円滑・迅速な処理

の推進に伴う計画策定業務委託

５.“自然環境の力”を高めるために「大切な自然をまもり・育て・伝える」

◆税システム改修事業（14,755 千円）NEW!
◆軽自動車税電子化対応連携税システム
　改修事業（6,556 千円）NEW!
◆公営住宅管理システム改修事業
　（14,755 千円）NEW!

令和５年度開始予定の住宅料コンビニエン
スストア収納対応に伴う改修業務委託。

◆戸籍情報システム改修事業（14,513 千円）
　NEW!

令和５年度開始予定のコンビニエンススト
アでの住民票等交付サービスに伴う導入
業務委託。

７．“協働の力”を高めるために「官民協働で持続可能な経営を支える」 総合振興計画とは、
将来の六ヶ所村をどのような
まちにしてくかを示す

「まちづくりの指針」のことです！

自分たちのお金がどのように
使われているか知ることは

とても大切です！
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取
組
を
活
か
し
た
体
制
を

整
え
、
降
雪
に
よ
る
生
活

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
で

き
る
よ
う
対
策
を
講
じ
て

参
り
ま
す
。

１
．
子
宝
祝
金
の
見
直

し
に
つ
い
て

 

【
問
】　

「
六
ヶ
所
村
子
宝

祝
金
支
給
事
業
要
綱
」
の

支
給
要
件
や
金
額
を
見
直

す
べ
き
と
思
う
こ
と
か
ら

次
の
点
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

 

➊　

要
綱
の
題
名
の
「
子

宝
祝
金
」
に
つ
い
て
は
、

「
出
産
祝
い
金
」
に
見
直
し
、

同
要
綱
第
２
条
受
給
資
格

に
「
村
の
住
民
基
本
台
帳
法

の
規
定
に
よ
り
登
録
さ
れ
、

居
住
し
て
い
る
平
成
30
年

４
月
１
日
以
降
に
出
生
し

た
子
の
保
護
者
と
す
る
。」

と
あ
る
が
何
故
、
「
居
住
し

て
い
る
」
を
条
件
と
し
た

の
か
、
様
々
な
事
情
に
よ

り
本
村
に
住
民
登
録
を
し

た
ま
ま
他
市
町
村
の
職
場

て
き
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

57
年
か
ら
今
日
ま
で
の
39

年
間
に
わ
た
り
、
水
道
料

金
を
値
上
げ
す
る
こ
と
な

く
、
事
業
運
営
を
行
っ
て

参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
本
村
の
水

道
料
金
水
準
は
、
県
内
で

も
比
較
的
安
価
な
料
金
水

準
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当

水
道
事
業
で
は
、
借
金
に

あ
た
る
企
業
債
は
、
主
に

30
年
返
済
で
借
入
れ
を
行

い
、
令
和
３
年
３
月
末
現

在
、
約
５
億
１
千
万
円
の

未
償
還
残
高
が
あ
り
、
近

年
で
は
、
元
金
の
返
済
で

８
，
０
０
０
万
円
程
度
、
利

息
も
合
わ
せ
る
と
年
間
約

１
億
円
近
い
金
額
を
返
済

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
老
朽

化
し
た
施
設
の
更
新
を
は

じ
め
、
貯
水
槽
の
耐
震
化

や
、
人
口
減
少
に
よ
る
将

来
の
収
入
の
減
少
な
ど
の

課
題
も
多
く
あ
り
、
水
道

事
業
経
営
は
大
変
厳
し
い

経
営
状
況
下
を
迎
え
、
で

き
る
限
り
、
現
状
の
水
道

料
金
体
系
を
維
持
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
ご
提
案
の
「
家
計

へ
の
負
担
軽
減
」
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
料
金

の
支
払
い
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
方
に
は
、
支
払
い

を
猶
予
す
る
措
置
を
講
じ
、

ご
指
摘
の
水
道
料
の
基
本

料
金
の
１
年
間
の
減
免
に

つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
伴
う
経
済
対
策
と

し
て
の
ご
提
案
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
本
村
で

は
こ
れ
ま
で
も
、
様
々
な

経
済
対
策
を
講
じ
て
参
り

ま
し
た
の
で
、
現
時
点
で

は
経
済
対
策
の
水
道
料
金

に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
雪
対
策
に
つ
い
て

 

【
問
】　

本
村
の
冬
季
に
お

け
る
雪
対
策
に
つ
い
て
は
、

体
制
に
万
全
を
期
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
豪
雪
に
は
対
応
し

切
れ
な
か
っ
た
感
が
あ
り

ま
す
。

　

中
で
も
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
除
雪
作
業
を
し
て
い

て
も
、
降
り
続
く
雪
の
た

め
腰
の
高
さ
を
超
え
る
雪

の
山
と
な
り
、
毎
日
の
よ

う
に
大
変
な
苦
労
を
強
い

ら
れ
、
住
宅
が
建
ち
並
ぶ

と
こ
ろ
で
は
、
雪
掻
き
し

た
雪
を
置
く
場
所
も
な
く

生
活
に
支
障
が
で
て
い
た

と
も
聞
き
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
道
路
の
除
雪
は
、

各
道
路
管
理
者
の
管
理
下

で
事
業
者
に
委
託
さ
れ
作

業
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、

例
年
に
な
い
大
雪
に
よ
り

通
勤
時
間
に
間
に
合
わ
な

い
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
豪
雪
に
伴

う
除
排
雪
の
状
況
か
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
雪
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ

せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
回
の
豪
雪
は
、
災
害
級

に
匹
敵
す
る
く
ら
い
に
異

常
で
あ
っ
た
と
も
思
い
ま

す
が
、
近
年
の
異
常
気
象

の
一
端
か
も
し
れ
ず
、
今

後
は
、
今
回
の
よ
う
な
豪

雪
に
万
全
の
対
応
を
す
る

こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
す

が
、
万
が
一
冬
季
間
に
地

震
な
ど
の
自
然
災
害
や
原

子
力
災
害
が
発
生
し
た
時

の
体
制
に
関
し
て
も
対
応

し
、
こ
の
村
で
安
心
、
安

全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
か

が
問
わ
れ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
く
、
災
害
時

で
も
雪
対
策
を
し
っ
か
り

と
捉
え
つ
つ
、
村
民
が
抱

え
る
課
題
や
問
題
点
を
各

部
署
と
関
係
機
関
が
共
有

し
、
万
全
な
体
制
で
乗
り

越
え
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
こ
と
か

ら
次
の
点
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

 

➊　

今
回
の
豪
雪
に
伴
う

村
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
除

排
雪
の
苦
情
件
数
と
、
住

宅
・
車
庫
な
ど
の
被
害
件

数
は
何
件
か
。

 

【
答
】
こ
の
冬
の
降
雪
状

況
は
、
12
月
下
旬
の
大
雪

か
ら
断
続
的
な
降
雪
と
な

り
、
３
月
上
旬
ま
で
の
間
に

除
雪
の
出
動
基
準
と
な
る

５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
降
雪
が
35
日
を
数
え
、

中
で
も
大
雪
注
意
報
レ
ベ

ル
の
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

を
超
え
る
降
雪
も
14
日
に

及
ぶ
な
ど
災
害
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
大
雪
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
除
排

雪
事
業
に
つ
い
て
は
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
、
降
雪
等
に
よ
る
交

通
障
害
を
防
止
し
、
地
域

の
産
業
活
動
、
住
民
生
活

及
び
防
災
活
動
に
支
障
を

来
た
さ
ぬ
よ
う
、
地
域
の

特
殊
性
を
勘
案
し
て
策
定

し
た
除
雪
計
画
に
基
づ
き
、

除
排
雪
業
務
を
行
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

①　

除
雪
業
務
に
寄
せ
ら

れ
た
苦
情
件
数
は
57
件
あ

り
、
主
な
内
容
と
し
て
は
、

除
雪
後
の
道
路
状
況
が
悪

い
、
排
雪
を
お
願
い
し
た

い
及
び
除
雪
が
完
了
し
て

い
な
い
な
ど
で
、
苦
情
や

要
望
を
受
け
、
除
雪
業
者

に
現
場
の
確
認
等
を
指
示

す
る
と
と
も
に
職
員
に
よ

る
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
路
面
整
正
作
業
の

指
示
及
び
拡
幅
除
雪
や
排

雪
の
指
示
を
行
い
、
大
雪

時
に
は
、
幹
線
道
路
を
優

先
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
除
雪
作
業
に
遅

れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
住
民
に
対
し
、
ご

理
解
頂
く
な
ど
の
対
応
を

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
・
車
庫
な

ど
の
被
害
件
数
に
つ
き
ま

し
て
は
、
被
災
者
か
ら
の

連
絡
や
消
防
署
及
び
担
当

課
の
調
査
に
よ
っ
て
把
握

し
、
現
時
点
で
は
住
宅
が

３
件
、
車
庫
や
倉
庫
な
ど

の
非
住
家
が
18
件
で
、
全

体
で
は
21
件
で
、
い
ず
れ

も
積
雪
に
よ
る
屋
根
の
損

壊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

➋　

現

在
、

泊
、

尾

駮
、

平
沼
、
倉
内
の
各
地
区
に

一
カ
所
ず
つ
村
民
が
利
用

で
き
る
雪
捨
場
を
確
保
し

て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、

ト
ラ
ッ
ク
等
を
使
用
せ
ず

と
も
、
地
域
の
方
々
が
自

宅
の
雪
を
寄
せ
て
置
く
こ

と
の
出
来
る
場
所
の
提
供

に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え

は
な
い
か
。

②　

自
宅
の
雪
に
つ
い
て

は
、
敷
地
内
で
の
処
理
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
処
理
し
き
れ
な

い
場
合
を
想
定
し
、
村
内

に
４
箇
所
の
雪
捨
て
場
を

確
保
し
て
い
ま
す
。
当
該

雪
捨
て
場
は
、
道
路
排
雪

の
雪
捨
て
場
と
共
用
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
敷
地
の

広
さ
や
安
全
面
を
考
慮
し
、

居
住
エ
リ
ア
か
ら
離
れ
た

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
居

住
エ
リ
ア
内
の
雪
捨
て
場

の
提
供
に
つ
き
ま
し
て
は
、

他
自
治
体
に
お
い
て
空
き

地
な
ど
を
活
用
し
た
雪
捨

て
場
の
提
供
を
し
て
い
る

事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
提
供
可
能
な
土
地
が

あ
る
か
な
ど
調
査
を
行
い
、

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

➌　

村
で
は
、
除
雪
体
制

の
効
率
化
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
委
託
業
者
の
除
雪

車
両
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
設
置
し

て
試
験
運
用
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
効
果
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
か
。

③　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
除

雪
車
へ
搭
載
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

を
活
用
し
、
シ
ス
テ
ム
の

マ
ッ
プ
上
で
除
雪
車
の
位

置
や
運
行
状
況
を
把
握
で

き
る
た
め
、
デ
ー
タ
を
取

り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
作

業
日
報
の
自
動
作
成
と
報

告
書
提
出
が
可
能
と
な
り
、

事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
除
雪
作
業

に
お
け
る
危
険
箇
所
を
登

録
し
、
ア
ラ
ー
ム
機
能
を

活
用
す
る
事
に
よ
り
、
運
転

手
の
安
全
確
保
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。
更
に
は
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
除
雪
作
業

が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、

豪
雪
時
や
災
害
時
に
は
、
除

雪
の
未
実
施
エ
リ
ア
へ
の

早
期
対
応
が
可
能
と
な
る

等
の
導
入
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム

の
効
果
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
の
試
験
運
用
終
了
後
、

各
業
者
か
ら
聞
き
取
り
を

行
い
な
が
ら
、
本
格
運
用

に
向
け
シ
ス
テ
ム
の
有
効

性
を
検
証
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
職
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

寺
下

　
和
光 

議
員

等
に
勤
務
し
居
住
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
は
、

本
村
に
各
種
税
の
負
担
を

し
て
お
り
、
出
産
後
に
は

本
村
に
出
生
届
さ
れ
て
い

る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
居
住

し
て
い
る
」
こ
と
を
要
件

に
す
る
こ
と
は
、
こ
の
事

業
の
趣
旨
か
ら
も
撤
廃
す

べ
き
と
思
う
が
如
何
か
。

 

【
答
】
①　

実
際
に
村
内

に
住
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
っ
て
村
に
定
住
す
る

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
す
が
、
妊
婦
の
時

期
か
ら
出
産
後
の
子
育
て

期
に
保
健
師
な
ど
の
職
員

が
身
近
に
寄
り
添
い
、
相

談
な
ど
に
す
ぐ
に
応
じ
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
お
子

さ
ん
の
い
る
家
庭
の
不
安

を
共
有
し
払
拭
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
平
成
30
年
度

に
改
正
す
る
際
に
も
、
こ

の
要
件
を
継
続
し
て
参
り

ま
し
た
。
相
談
な
ど
が
で

き
る
体
制
を
整
え
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
虐
待
防
止

の
対
策
に
繋
が
る
と
も
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
現
在
規
定
し
て
い

る
「
実
際
に
居
住
し
て
い

る
」
と
い
う
要
件
に
つ
き

ま
し
て
は
、
納
税
者
の
観

点
か
ら
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
な
る
よ
う
、
見

直
し
を
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

 

➋　

第
２
条
で
は
、
支
給

額
が
第
１
子
が
10
万
円
、
第

２
子
が
20
万
円
、
第
３
子

が
30
万
円
と
な
っ
て
い
る

が
第
１
子
の
誕
生
時
に
は

様
々
な
用
品
等
の
準
備
で

保
護
者
の
負
担
が
最
も
多

く
な
る
と
考
え
る
こ
と
か

ら
一
律
30
万
円
に
見
直
し
、

第
４
子
以
降
を
新
た
に
設

け
、
50
万
円
と
す
べ
き
と

考
え
る
が
如
何
か
。

②　

本
事
業
に
よ
り
少
し

で
も
少
子
化
対
策
と
な
る

よ
う
に
と
の
考
え
か
ら
、
第

１
子
よ
り
も
第
２
子
、
第
２

子
よ
り
も
第
３
子
に
対
し

支
給
額
を
増
額
し
、
お
子
さ

ん
を
希
望
す
る
ご
家
庭
へ

支
給
し
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
支

給
額
に
つ
い
て
は
、
県
内

に
お
い
て
、
同
様
の
祝
金

を
支
給
し
て
い
る
自
治
体

と
比
較
い
た
し
ま
し
て
も

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て
世
代
に
対
し
ま
し

て
十
分
に
支
援
で
き
て
い

る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

➌　

第
８
条
の
支
給
に
関

し
て
「
村
税
及
び
料
等
に

滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
保

護
者
の
同
意
を
得
た
上
で
、

充
当
し
残
額
を
支
給
す
る

も
の
と
す
る
。
」
に
つ
い
て

は
、
法
律
上
問
題
が
な
い

と
す
れ
ば
、
「
本
人
の
同
意

を
得
た
上
で
」
を
削
除
し
、

支
給
額
の
半
額
を
、
半
額

に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の

金
額
を
充
当
し
支
給
す
る
。

に
改
正
す
る
考
え
は
な
い

か
。

③　

「
子
ど
も
の
出
生
を
祝

福
し
、
そ
し
て
家
庭
に
お

け
る
生
活
の
安
定
」
を
図

る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
、

本
事
業
実
施
要
綱
で
も
差

押
え
に
関
し
て
規
定
せ
ず
、

本
人
の
同
意
の
も
と
滞
納

部
分
に
充
当
す
る
と
い
う

手
続
き
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
子
宝
祝
金
は
、
法

律
に
基
づ
く
事
業
で
は
な

い
た
め
、
明
確
な
判
例
等

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
目
的

が
類
似
す
る
事
業
と
し
て

「
児
童
手
当
」
が
ご
ざ
い
ま

す
。
児
童
手
当
の
場
合
は
、

児
童
手
当
法
に
基
づ
き
差

押
え
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
児
童

手
当
が
本
人
の
通
帳
に
振

り
込
ま
れ
た
後
も
差
し
押

さ
え
る
こ
と
は
違
法
で
あ

る
と
の
判
例
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
子
宝
祝
金
に
つ
い

て
も
同
様
に
、
実
施
要
綱

の
み
を
も
っ
て
何
の
手
続

き
も
な
く
滞
納
分
に
充
て

る
こ
と
は
基
本
的
に
好
ま

し
く
な
い
と
推
測
さ
れ
る

た
め
、
現
行
の
手
続
き
で

進
め
て
参
り
ま
す
。

２
．
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

活
用
支
援
業
務
に
つ
い

て

 

【
問
】　

本
村
で
小
・
中
学

校
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

導
入
し
、
既
に
８
年
以
上

が
経
過
し
、
こ
の
間
に
千

歳
中
学
校
の
統
合
、
泊
小
・

中
併
置
校
へ
の
移
行
に
加

え
、
少
子
化
に
よ
る
児
童

生
徒
の
減
少
な
ど
に
よ
り

教
育
環
境
が
著
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
活
用

支
援
業
務
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
議
会
に
お
い
て
、

中
学
３
年
生
だ
と
使
い
始

め
て
５
年
目
に
な
る
こ
と

や
対
象
児
童
・
生
徒
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
、
学
校

数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

や
学
校
は
多
く
の
個
人
情

報
を
扱
う
こ
と
等
か
ら
委

託
業
務
を
見
直
し
、
会
計

年
度
職
員
等
に
移
行
す
る

こ
と
で
学
校
の
授
業
が
無

い
時
間
や
学
校
の
授
業
終

了
後
に
は
役
場
に
お
い
て

有
効
活
用
で
き
、
か
つ
経

費
節
減
も
可
能
と
な
る
こ

と
か
ら
、
令
和
４
年
度
か

ら
見
直
す
べ
き
と
私
は
申

し
上
げ
、
同
じ
意
見
が
２

名
の
議
員
か
ら
も
出
さ
れ

た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
令
和

４
年
度
当
初
予
算
に
１
，

３
９
０
万
円
余
り
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

委
託
を
見
直
す
こ
と
で
予

算
の
削
減
が
可
能
で
あ
り
、

削
減
し
た
予
算
は
児
童
生

徒
の
為
に
有
効
活
用
出
来

る
と
思
う
が
、
委
託
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
を

お
伺
い
し
ま
す
。

 

【
答
】　

本
業
務
は
、
村
内

各
小
中
学
校
に
配
備
し
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
有
効
活

用
と
効
果
的
な
授
業
構
成

等
に
つ
い
て
指
導
・
助
言

を
行
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を

配
置
し
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
指
導
力
及
び
児
童

生
徒
の
学
習
意
欲
や
授
業

の
理
解
力
を
高
め
、
情
報

活
用
能
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
平
成
28
年
度
よ
り

実
施
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
は
、

学
校
に
お
け
る
授
業
、
校

務
、
教
員
研
修
等
へ
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
を
支
援
し
、
ソ

フ
ト
活
用
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
等
に
関
す
る
技
術
や
知

識
、
学
校
で
実
際
に
行
わ

れ
て
い
る
教
育
活
動
の
理

解
や
問
題
解
決
の
た
め
の

実
践
的
能
力
、
日
進
月
歩

す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
へ
の
迅

速
な
対
応
等
の
高
度
な
ス

キ
ル
が
必
要
と
さ
れ
る
と

と
も
に
、
文
部
科
学
省
に

よ
り
小
中
学
校
へ
の
配
置

が
推
奨
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
そ
の
確
保
は

全
国
的
に
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
会
計
年
度
職
員
へ
の
移

行
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま

す
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
は
あ
く
ま
で
も
正
規
職

員
の
補
助
的
業
務
を
担
う

こ
と
か
ら
、
専
門
的
な
業

務
は
馴
染
ま
な
い
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

青
森
県
内
で
募
集
し
て
も
、

任
用
期
間
が
１
年
と
短
く
、

継
続
的
で
安
定
的
な
配
置

が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
必
要
人

数
に
不
足
を
生
じ
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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学
年
の
利
用
も
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
も
の
の
、
村

か
ら
の
助
成
制
度
も
な
く

保
護
者
の
負
担
も
大
き
い

も
の
と
推
察
致
し
ま
す
。

　

六
ヶ
所
高
校
に
通
学
す

る
生
徒
に
対
し
て
は
、
村

内
・
村
外
問
わ
ず
通
学
す
る

生
徒
に
も
通
学
費
の
３
分

の
２
を
補
助
し
、
村
外
の

高
校
に
入
学
し
て
い
る
生

徒
に
は
月
額
７
，
０
０
０

円
を
助
成
し
て
い
る
現
状

を
鑑
み
た
時
に
、
本
村
の

児
童
生
徒
で
民
間
の
学
習

塾
利
用
者
の
負
担
軽
減
を

早
期
に
図
る
必
要
と
、
村

内
に
民
間
の
学
習
塾
が
開

設
さ
れ
、
か
な
り
の
児
童
・

生
徒
が
利
用
し
て
い
る
実

態
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
今

後
、
村
営
学
習
塾
の
存
続

も
含
め
検
討
す
べ
き
時
期

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
こ
と
か
ら
、
次
の
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

➊　

令
和
２
年
の
一
般
質

問
に
お
い
て
、
村
営
学
習
塾

に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
の

要
望
の
あ
る
小
学
生
を
対

象
に
英
語
や
取
り
扱
い
教

科
の
拡
大
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
村
営
学

習
塾
で
見
直
し
さ
れ
た
の

か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

 

【
答
】
①　

令
和
３
年
２

月
に
村
営
学
習
塾
に
係
る

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
令
和
２
年
度
の
通
塾

生
35
名
の
う
ち
の
54
％
と

課
内
に
創
設
す
る
デ
ジ
タ

ル
化
推
進
室
の
業
務
遂
行

と
併
せ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す

る
人
材
の
確
保
・
育
成
に

努
め
、
村
独
自
で
対
応
で

き
る
よ
う
な
体
制
の
構
築

を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

３
．
村
営
学
習
塾
に
つ

い
て

 

【
問
】　

村
営
学
習
塾
に
つ

い
て
は
、
平
成
20
年
度
当

初
に
は
村
内
に
学
習
塾
は

な
く
、
他
市
町
の
学
習
塾

に
通
塾
し
て
い
る
児
童
生

徒
の
利
便
性
向
上
と
本
村

の
将
来
を
担
う
人
材
育
成

と
学
力
向
上
等
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
小
学
校
５
・
６

年
生
を
対
象
に
国
語
と
算

数
、
中
学
校
１
～
３
年
生

を
対
象
に
数
学
と
英
語
を

１
教
科
１
，
５
０
０
円
の

受
講
料
で
開
設
し
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
12
月
議
会
で

の
一
般
質
問
に
お
い
て
、

令
和
２
年
度
に
村
営
学
習

塾
を
利
用
し
て
い
る
児
童
・

生
徒
は
小
学
校
で
は
36
名

で
中
学
校
で
は
67
名
程
で

あ
り
、
民
間
の
学
習
塾
利

用
者
は
小
学
校
は
90
名
、

中
学
校
で
は
40
名
程
の
利

用
者
が
あ
る
と
の
答
弁
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在

は
村
内
に
民
間
学
習
塾
が

開
設
さ
れ
、
小
学
校
の
低

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
加
え
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
こ
れ
ま

で
の
主
た
る
業
務
で
あ
っ

た
授
業
支
援
に
加
え
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前

倒
し
に
伴
い
、
校
務
支
援
、

環
境
整
備
支
援
、
校
内
研

修
支
援
等
の
業
務
も
重
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
令
和
５
年
10

月
27
日
・
28
日
に
「
全
日

本
教
育
工
学
研
究
協
議
会

全
国
大
会
青
森
大
会
」
で

の
授
業
公
開
が
村
内
小
中

学
校
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
関
連
し
て
、
各
小
中
学

校
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
継
続
的
な

配
置
を
要
望
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
を
安

定
的
か
つ
継
続
的
に
行
う

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
を
安

定
的
に
確
保
で
き
る
事
業

者
に
業
務
を
委
託
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
令
和
４

年
度
当
初
予
算
に
必
要
な

予
算
額
を
計
上
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
近
年
、
急
速
な
進

展
が
見
ら
れ
る
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
い
、

全
国
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
へ

の
専
門
的
な
知
識
を
有
す

る
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
村
内
の
小

中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

と
し
て
活
躍
で
き
る
職
員

の
確
保
・
育
成
は
重
要
な

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
年
４
月
に
総
務

な
る
、
小
学
校
５
・
６
年
生

の
保
護
者
19
名
か
ら
回
答

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
「
希

望
す
る
指
導
教
科
」
の
設
問

に
対
し
、
第
１
希
望
に
あ

げ
ら
れ
た
教
科
は
算
数
が

47
％
、
続
い
て
国
語
と
英
語

が
そ
れ
ぞ
れ
21
％
、
社
会
が

10
％
、
第
２
希
望
で
あ
げ
ら

れ
た
教
科
は
算
数
が
37
％
、

続
い
て
国
語
と
英
語
が
そ

れ
ぞ
れ
26
％
、
理
科
が
５
％

と
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
村
営

学
習
塾
で
の
小
学
校
の
指

導
教
科
に
つ
い
て
検
討
し

た
結
果
、
「
こ
れ
ま
で
村

営
学
習
塾
で
指
導
し
て
き

た
算
数
及
び
国
語
の
ニ
ー

ズ
が
高
い
こ
と
」
、
「
英
語

に
つ
い
て
は
、
ニ
ー
ズ
は

あ
る
が
、
現
状
の
週
１
回

２
時
間
の
指
導
時
間
で
は
、

英
語
を
追
加
す
る
こ
と
は

指
導
時
間
及
び
現
状
の
講

師
数
で
の
対
応
は
困
難
で

あ
る
こ
と
」
等
の
理
由
か

ら
本
年
度
の
小
学
校
の
教

科
は
国
語
と
算
数
の
２
教

科
で
進
め
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。
近
年
、
村
内

外
に
塾
の
開
設
数
が
増
え
、

村
の
児
童
生
徒
も
利
用
し

て
い
る
こ
と
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
併
用
し
た
通
信
添
削

塾
も
開
設
さ
れ
始
め
て
い

る
と
い
う
学
習
塾
に
関
連

す
る
変
化
も
生
じ
て
い
ま

す
。
以
上
の
こ
と
を
踏
ま

え
、
今
後
の
村
営
学
習
塾

の
充
実
に
つ
い
て
再
度
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
対
象
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
を
本
年
２
月
末
に
再
度

実
施
し
、
現
在
結
果
を
集

計
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
の
内
容
は
、
「
村
営
学
習

塾
の
存
続
の
意
向
」、
「
存

続
す
る
場
合
の
改
善
要
望

事
項
」
、
「
存
続
し
な
い
場

合
の
要
望
事
項
」、
「
民
間

学
習
塾
の
利
用
状
況
」
等

に
つ
い
て
行
い
、
こ
の
集

計
結
果
を
基
に
、
令
和
４

年
度
に
小
中
学
校
児
童
生

徒
の
全
保
護
者
を
対
象
に

村
営
学
習
塾
の
存
続
を
含

め
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
村
営
学
習
塾
の
充
実

を
前
提
と
し
て
、
今
後
の

方
向
性
を
見
い
だ
し
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

➋　

令
和
２
・
３
年
度
の
村

営
学
習
塾
利
用
者
と
民
間

学
習
塾
利
用
者
の
実
数
を

把
握
し
て
い
る
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

②　

村
営
学
習
塾
利
用
者

は
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て

小
学
校
全
体
で
36
名
、
中

学
校
全
体
で
は
67
名
、
令

和
３
年
度
に
お
い
て
小
学

校
全
体
で
46
名
、
中
学
校

全
体
で
は
57
名
と
な
っ
て

い
ま
す
。
民
間
学
習
塾
利

用
者
は
、
令
和
２
年
度
に

お
い
て
小
学
校
93
名
、
中

学
校
41
名
で
、
令
和
３
年

度
の
実
数
は
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
り
現
在
調
査

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

➌　

村
営
学
習
塾
の
令
和

２
・
３
年
度
の
教
科
別
の
利

用
者
数
に
つ
い
て
、
お
伺

い
し
ま
す
。

③　

村
営
学
習
塾
は
教
科

毎
の
利
用
で
は
な
く
、
指
導

全
教
科
に
参
加
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
の
で
、
教

科
別
利
用
者
は
集
計
し
て

い
ま
せ
ん
。

➍　

他
市
町
村
か
ら
通
学

し
て
い
る
高
校
生
に
も
村

内
か
ら
通
学
し
て
い
る
高

校
生
に
同
額
を
助
成
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
し
た
場

合
、
民
間
学
習
塾
を
利
用

し
て
い
る
本
村
の
小
・
中

学
生
に
対
す
る
助
成
を
検

討
す
べ
き
と
思
う
が
如
何

か
、
助
成
で
き
な
い
と
す

れ
ば
そ
の
理
由
を
お
伺
い

し
ま
す
。

④　

現
在
、
民
間
学
習
塾

に
対
す
る
助
成
は
実
施
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
の

村
営
学
習
塾
の
在
り
方
に

関
す
る
方
向
性
を
見
い
だ

す
に
あ
た
り
、
保
護
者
を

対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
基
に
、
必
要
に
応
じ
て

検
討
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

➎　

民
間
学
習
塾
利
用
者

に
対
し
助
成
が
出
来
な
い

と
す
る
な
ら
ば
、
村
営
学
習

塾
に
年
間
１
，
４
７
０
万

円
余
り
の
予
算
を
支
出
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

令
和
２
年
度
の
利
用
者
実

績
で
見
る
と
児
童
生
徒
一

人
当
た
り
年
間
１
４
２
，

０
０
０
円
、
保
護
者
負
担

が
２
教
科
だ
と
年
間
３
６
，

０
０
０
円
で
月
額
に
す
れ

ば
約
１
４
，
９
０
０
円
で
、

こ
れ
に
公
民
館
使
用
料
を

免
除
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
加
え
れ
ば
約
１
７
，

７
０
０
円
と
な
り
、
民
間
学

習
塾
で
２
教
科
利
用
者
の

負
担
分
と
ほ
ぼ
同
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
村

営
学
習
塾
の
存
続
も
含
め

検
討
す
べ
き
時
期
に
あ
る

と
思
う
が
如
何
か
。

 

⑤　

令
和
４
年
度
に
、
小

中
学
校
児
童
生
徒
の
全
保

護
者
を
対
象
に
村
営
学
習

塾
の
存
続
や
民
間
の
学
習

塾
を
含
め
た
支
援
に
つ
い

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

今
後
の
方
向
性
を
見
い
だ

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

４
．
原
子
力
避
難
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

 

【
問
】　

六
ヶ
所
村
原
子
力

災
害
避
難
計
画
（
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
施
設
対
象
）
に
よ

れ
ば
、
避
難
等
の
指
示
が

出
さ
れ
た
地
域
の
住
民
は
、

一
時
集
合
場
所
、
避
難
退

域
時
検
査
場
所
を
経
由
し
、

自
家
用
車
で
避
難
所
へ
避

難
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
先
般
、
本
村
に
お

い
て
原
子
力
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
訓
練
を
見
学
し
疑
問
を

持
っ
た
こ
と
か
ら
次
の
点

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

 

➊　

再
処
理
工
場
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
に
は
本
年
２
月
１

日
現
在
で
約
３
，
７
０
０

名
、
２
，
０
３
７
世
帯
が

そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
避
難
が
必
要
と

な
っ
た
場
合
の
一
時
集
合

場
所
は
、
尾
駮
地
区
が
３
ヶ

所
（
尾
駮
小
・
第
一
中
・

ス
ワ
ニ
ー
）
二
又
地
区
が

１
ヶ
所
（
夢
は
ぐ
館
）
戸
鎖
・

室
ノ
久
保
地
区
２
ヶ
所
（
児

童
厚
生
体
育
施
設
、
室
ノ
久

保
集
会
所
）
弥
栄
平
地
区

１
ヶ
所
（
弥
栄
平
中
央
地

区
内
）
と
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
万
が
一
災
害
が
発

生
し
避
難
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
に
一
時
集
合
場
所

で
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服
用

と
避
難
者
カ
ー
ド
及
び
避

難
車
両
認
識
票
の
配
布
を

受
け
る
為
だ
け
に
一
時
集

合
場
所
に
出
向
く
こ
と
は
、

１
世
帯
１
台
の
車
で
の
避

難
を
考
え
て
も
車
両
は
入

り
き
ら
ず
、
大
渋
滞
と
な

り
、
更
に
は
訓
練
時
に
は

一
時
集
合
場
所
に
お
い
て

ヨ
ウ
素
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有

無
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服

用
等
に
一
人
約
３
～
４
分

程
の
時
間
を
要
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
直
接
避
難
場

所
に
避
難
す
る
よ
り
も
多

く
被
ば
く
す
る
リ
ス
ク
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

他
県
で
は
各
世
帯
に
安
定

ヨ
ウ
素
剤
の
事
前
配
布
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
村
に
お
い
て
も
住
民
の

被
ば
く
防
止
の
観
点
と
避

難
所
運
営
等
に
配
置
す
る

職
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
や
避
難
者

カ
ー
ド
、
避
難
車
両
認
識

票
を
事
前
に
配
布
す
る
よ

う
早
急
に
見
直
す
べ
き
と

思
う
が
如
何
か
。

 

【
答
】　

①　

安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
配
布
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
災
害
対
策
指
針
に

お
い
て
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
に
つ
い

て
は
事
前
配
付
が
定
め
ら

れ
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
に
つ
い
て
は
、

原
子
力
災
害
時
の
施
設
の

状
況
や
緊
急
時
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
に
応
じ
て
、
原

子
力
規
制
委
員
会
が
配
布

及
び
服
用
を
判
断
す
る
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村

と
し
て
は
、
国
の
指
針
及

び
青
森
県
が
策
定
し
た
「
原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
施
設
の

原
子
力
災
害
時
に
お
け
る

避
難
の
基
本
的
な
考
え
方
」

に
基
づ
き
、
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
配
布
は
、
国
の
指
示

に
従
い
、
一
時
集
合
場
所

に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、

住
民
の
安
否
確
認
や
交
通

誘
導
時
の
円
滑
化
な
ど
を

目
的
と
し
て
、
避
難
者
カ
ー

ド
及
び
避
難
車
両
認
識
票

を
配
布
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
訓
練

を
踏
ま
え
ま
す
と
、
避
難

者
カ
ー
ド
は
各
世
帯
に
事

前
配
付
す
る
こ
と
で
、
一

時
集
合
場
所
に
お
け
る
受

付
時
の
時
間
短
縮
な
ど
の

効
率
化
に
つ
な
が
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

青
森
県
を
は
じ
め
と
す
る

関
係
機
関
と
協
議
を
重
ね

て
参
り
ま
す
。

 

➋　

訓
練
時
に
一
時
集
合

場
所
に
お
い
て
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
服
用
訓
練
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
段

で
ヨ
ウ
素
ア
レ
ル
ギ
ー
の

有
無
の
聞
き
取
り
が
行
わ

れ
て
い
た
と
思
う
が
、
一

般
村
民
は
ど
の
様
な
手
段

で
ヨ
ウ
素
ア
レ
ル
ギ
ー
が

あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
の
か
、
お
伺

い
し
ま
す
。

 

②　

村
で
は
、
青
森
県
及

び
六
ヶ
所
村
地
域
防
災
計

画
（
原
子
力
災
害
対
策
編
）

に
基
づ
き
「
六
ヶ
所
村
安

定
ヨ
ウ
素
剤
緊
急
配
布
実

施
要
領
」
を
策
定
し
、
原

子
力
災
害
時
に
お
け
る
安

定
ヨ
ウ
素
剤
の
緊
急
配
布

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
本
要
領
で
は
、

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
「
服
用

が
適
さ
な
い
者
」
と
し
て
、

「
主
に
う
が
い
薬
に
含
ま

れ
る
ヨ
ー
ド
液
な
ど
の
使

用
」
や
「
ヨ
ー
ド
造
影
剤

の
使
用
」
に
よ
り
過
敏
症

の
既
往
歴
が
あ
る
方
を
対

象
者
と
し
て
定
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
配
布
に
あ
た
っ

て
は
、
簡
易
問
診
に
よ
り

「
服
用
が
適
さ
な
い
者
」
へ

の
該
当
判
断
を
行
う
こ
と

を
定
め
て
お
り
、
今
年
度

の
原
子
力
防
災
訓
練
に
お

い
て
も
、
簡
易
問
診
を
行
っ

た
う
え
で
「
服
用
が
適
さ

な
い
者
」
に
該
当
し
な
い

こ
と
を
確
認
し
、
安
定
ヨ

ウ
素
剤
の
配
布
を
行
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
布
を
受
け
る
た

め
に
は
、
住
民
ご
自
身
が

「
服
用
が
適
さ
な
い
者
」
に

該
当
す
る
か
を
ご
判
断
頂

く
必
要
が
あ
る
た
め
、
村

と
し
て
は
、
新
た
に
ロ
ッ

ク
Ｔ
Ｖ
に
よ
る
原
子
力
防

災
に
特
化
し
た
番
組
の
放

送
な
ど
各
種
広
報
媒
体
を

活
用
し
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤

の
効
果
や
服
用
方
法
等
に

つ
い
て
、
周
知
し
て
参
り

ま
す
。

➌　

再
処
理
工
場
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
圏
内
に
お
け
る
本
年
２

月
１
日
現
在
の
世
帯
数
は
、

２
，
０
３
７
世
帯
と
な
っ

て
お
り
、
仮
に
そ
の
８
割

が
一
世
帯
１
台
の
自
家
用

車
で
避
難
し
た
と
す
れ
ば
、

約
１
，
６
３
０
台
と
な
り

避
難
場
所
で
あ
る
千
歳
平

地
区
及
び
第
二
中
学
校
周

辺
地
区
に
収
容
出
来
る
の

か
、
懸
念
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
更
に
は
、
福
島

で
の
事
故
を
考
慮
す
れ
ば
、

い
つ
帰
還
出
来
る
か
わ
か

ら
な
い
と
思
え
ば
、
一
世

帯
に
２
～
３
台
の
車
両
が

あ
れ
ば
そ
れ
を
当
然
避
難

先
ま
で
持
っ
て
い
く
こ
と

を
想
定
す
れ
ば
、
そ
の
台

数
は
更
に
３
，
０
０
０
台

を
超
え
る
こ
と
を
想
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
が
、
避
難
先
で
車
両
を

収
容
出
来
る
と
考
え
て
い

る
の
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。

 

③　

原
子
力
災
害
時
の
避

難
に
つ
い
て
は
自
家
用
車

で
の
移
動
を
基
本
と
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
学
校
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
、
学
校
以
外
の

場
合
は
当
該
施
設
の
駐
車

場
を
想
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
避
難
所

に
お
け
る
避
難
車
両
の
収

容
可
能
台
数
に
つ
い
て
は
、

青
森
県
が
作
成
し
た
、
「
東

通
原
子
力
発
電
所
の
原
子

力
災
害
時
に
お
け
る
広
域

避
難
の
基
本
的
な
考
え
方
」

に
お
け
る
算
定
方
法
を
参

考
に
、
全
世
帯
が
車
両
１

台
で
避
難
す
る
と
想
定
し

た
場
合
、
千
歳
平
地
区
周

辺
へ
避
難
す
る
尾
駮
レ
イ

ク
タ
ウ
ン
、
戸
鎖
、
室
ノ

久
保
、
二
又
な
ど
計
９
地

区
の
避
難
車
両
台
数
約
１
，

２
０
０
台
に
対
し
、
駐
車
可

能
台
数
は
約
２
，
１
０
０

台
、
第
二
中
学
校
周
辺
へ

避
難
す
る
尾
駮
、
尾
駮
浜
、

野
附
、
老
部
川
計
４
地
区
の

避
難
車
両
台
数
約
８
０
０

台
に
対
し
、
駐
車
可
能
台
数

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
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次
期
整
備
構
想
」
の
早
期

の
事
業
化
に
向
け
、
漁
協
、

漁
業
者
、
村
観
光
協
会
な

ど
関
係
者
一
丸
と
な
っ
た

体
制
づ
く
り
を
し
、
村
が

先
に
立
ち
要
望
す
べ
き
だ

と
思
う
が
村
の
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

 

【
答
】　

白
糠
漁
港
（
焼
山

地
区
）
は
、
村
で
最
も
重

要
な
漁
港
と
し
て
、
昭
和

26
年
11
月
に
第
４
種
漁
港

に
指
定
さ
れ
、
管
理
者
は

青
森
県
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

青
森
県
に
お
い
て
、
令

和
４
年
度
以
降
の
「
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
」
の

策
定
に
先
立
ち
、
漁
港
漁

場
整
備
関
係
の
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
令
和
２
年

12
月
に
村
及
び
地
元
漁
協

で
あ
る
泊
漁
業
協
同
組
合

に
対
し
、
要
望
箇
所
等
に

つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
そ
の
要
望
等
を
参

考
に
県
漁
港
漁
場
整
備
課

が
取
り
ま
と
め
、
昨
年
７

月
に
泊
漁
業
協
同
組
合
に

お
い
て
、
「
白
糠
漁
港
（
焼

山
地
区
）
の
今
後
の
整
備

の
方
向
性
に
つ
い
て
」
の

説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
元
の
要
望
を
踏
ま

え
、
漁
港
や
漁
港
周
辺
を

養
殖
や
蓄
養
な
ど
に
よ
る

「
な
り
わ
い
の
場
」
と
す
る

１
．
白
糠
漁
港
（
焼
山

地
区
）
に
係
る
次
期
整

備
構
想
の
早
期
事
業
化

に
つ
い
て

 

【
問
】　

白
糠
漁
港
（
焼
山

地
区
）
は
六
ヶ
所
村
の
水
産

業
の
基
地
港
で
あ
り
ま
す

が
、
近
年
の
漁
獲
量
の
減

少
に
加
え
漁
業
者
数
の
減

少
や
高
齢
化
な
ど
、
漁
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

泊
地
区
に
お
け
る
人
口

は
、
平
成
22
年
当
時
、
３
，

５
６
７
人
で
し
た
が
、
令

和
元
年
時
点
に
お
い
て
は

２
，
９
２
０
人
と
約
10
年
で

18
％
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
泊
漁
業
協
同
組
合
の

組
合
員
数
も
同
様
に
、
平

成
22
年
当
時
で
８
５
３
人

で
し
た
が
、
令
和
元
年
時

点
で
は
７
６
７
人
と
10
％

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
に
加
え
、

ス
ル
メ
イ
カ
や
サ
ケ
な
ど

の
回
遊
性
魚
種
の
極
端
な

不
漁
に
よ
り
、
回
遊
性
魚

種
だ
け
に
依
存
し
な
い
増

養
殖
や
蓄
養
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
と
考
え
る

こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
12

月
に
下
北
地
方
漁
港
漁
場

整
備
事
務
所
が
地
元
か
ら

聞
き
取
り
し
た
意
見
を
参

考
に
、
県
が
描
い
た
「
白

糠
漁
港
（
焼
山
地
区
）
の

は
約
１
，
８
０
０
台
と
な

り
、
１
世
帯
あ
た
り
１
台

で
避
難
を
行
っ
た
場
合
は

全
台
数
が
駐
車
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
村

と
し
て
は
、
青
森
県
の
基

本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

避
難
計
画
で
は
、
道
路
の

渋
滞
を
避
け
、
避
難
先
の

駐
車
場
を
確
保
す
る
た
め
、

可
能
な
限
り
乗
り
合
い
と

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま

す
の
で
、
住
民
に
対
す
る

周
知
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
駐
車
場
が
不
足
し
た
場

合
に
も
迅
速
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
避
難
所
周
辺
の

駐
車
場
候
補
地
に
つ
い
て
、

青
森
県
を
は
じ
め
関
係
機

関
と
協
議
を
行
い
、
円
滑

な
避
難
に
向
け
た
体
制
の

整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら

村
民
の
生
命
・
財
産
を
守

る
こ
と
が
本
職
の
最
大
の

使
命
で
あ
り
、
住
民
参
加

に
よ
る
訓
練
の
実
施
や
防

災
知
識
の
普
及
・
啓
発
に

一
層
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
利

用
し
た
漁
業
体
験
観
光
に

よ
る
「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」

の
提
言
や
「
沖
防
波
堤
の

延
伸
」
に
よ
る
波
浪
時
の

防
災
対
策
向
上
や
魚
類
養

殖
の
た
め
の
「
養
殖
適
地

の
確
保
」
な
ど
の
５
つ
の

取
組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
に
お
い
て
も
、
持
続
可

能
な
漁
業
経
営
の
た
め
に

は
、
資
源
管
理
型
漁
業
へ

の
転
換
や
港
内
の
安
全
性

向
上
の
整
備
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

青
森
県
に
対
し
、
「
白
糠
漁

港
の
次
期
整
備
構
想
」
の
早

期
実
現
に
向
け
、
漁
港
整

備
や
機
能
管
理
に
つ
い
て
、

泊
漁
業
協
同
組
合
を
は
じ

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

要
望
し
て
参
り
ま
す
。

２
．
陸
上
養
殖
施
設
整

備
に
つ
い
て

 

【
問
】　

泊
地
区
に
は
、
村

の
施
設
で
あ
る
「
六
ヶ
所
村

種
苗
供
給
セ
ン
タ
ー
」
が

２
ヶ
所
あ
る
が
、
ア
ワ
ビ

の
供
給
施
設
に
つ
い
て
は

昭
和
56
年
２
月
、
ウ
ニ
の

供
給
施
設
は
平
成
７
年
３

月
に
そ
れ
ぞ
れ
整
備
さ
れ

た
が
、
建
物
の
老
朽
化
や

ウ
ニ
の
供
給
施
設
に
つ
い

て
は
、
取
水
ポ
ン
プ
の
不

具
合
で
利
用
で
き
な
い
状

態
に
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
気
候
変
動
の
せ

い
か
、
ス
ル
メ
イ
カ
や
サ

ケ
な
ど
の
回
遊
性
魚
種
の

極
端
な
不
漁
が
続
き
、
漁

協
も
含
め
た
漁
業
者
は
深

刻
な
経
営
が
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
状
況
の
中
、

各
地
で
は
陸
上
養
殖
に
目

を
向
け
、
大
学
研
究
機
関

と
地
元
漁
業
関
係
者
が
連

携
し
、
養
殖
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
村
に
お
い
て
、

漁
業
就
業
者
人
口
の
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
、
漁
村

の
活
性
化
に
向
け
、
陸
上

養
殖
施
設
を
整
備
す
る
考

え
が
な
い
か
お
伺
い
し
ま

す
。

 

【
答
】　

村
は
こ
れ
ま
で
、

ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
の
種
苗
供

給
セ
ン
タ
ー
建
設
や
平
成

16
年
、
17
年
の
２
ヶ
年
で

ウ
ニ
漁
場
の
整
備
の
ほ
か
、

泊
漁
業
協
同
組
合
が
実
施

す
る
ウ
ニ
・
ア
ワ
ビ
の
種

苗
放
流
事
業
に
平
成
７
年

か
ら
継
続
的
に
支
援
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

ご
指
摘
の
建
物
の
老
朽

化
に
つ
い
て
は
、
施
設
の

管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る

泊
漁
業
協
同
組
合
と
連
携

し
な
が
ら
、
屋
根
や
設
備

等
の
改
修
工
事
を
実
施
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
が
、
ウ
ニ
種
苗
施
設
の

取
水
ポ
ン
プ
の
不
具
合
や

種
苗
生
産
コ
ス
ト
等
の
課

題
か
ら
、
現
在
、
ウ
ニ
種

苗
施
設
は
利
用
さ
れ
て
い

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
、
泊
漁
業
協
同

組
合
と
施
設
の
活
用
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

　

陸
上
養
殖
施
設
の
整
備

に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
年

の
記
録
的
な
不
漁
に
よ
り
、

資
源
管
理
型
漁
業
の
転
換

が
必
要
で
あ
る
も
の
と
認

識
す
る
こ
と
か
ら
、
青
森
県

の
「
新
た
な
栽
培
・
養
殖

魚
種
の
増
養
殖
体
制
構
築

事
業
」
を
活
用
し
、
泊
漁

業
協
同
組
合
が
取
り
組
む
、

マ
ツ
カ
ワ
ガ
レ
イ
の
養
殖

試
験
を
県
の
協
力
・
指
導

の
も
と
、
令
和
３
年
度
か

ら
３
年
間
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
か
か
る
経
費

を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
３
年
間
で
養

殖
技
術
や
販
売
方
法
等
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
、
採

算
性
等
を
検
証
し
な
が
ら

養
殖
事
業
へ
の
展
開
が
可

能
と
な
れ
ば
、
泊
漁
業
協

同
組
合
と
協
議
を
し
、
必

要
な
施
設
の
整
備
を
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

松
本

　
光
明 

議
員

一 般 質 問一 般 質 問

３月定例会の会期中に開催された常任委員会の審議内容をお知らせいたします。

総務企画常任委員会

■「第２期六ヶ所村まち・ひと・しごと創生総合戦略について」他１件の
　報告について審議（3月 11日）
①第２期六ヶ所村まち・ひと・しごと創生総合

戦略について（政策推進課）

・総合戦略の実施計画に基づき展開された事業の

重要業績評価指標（ＫＰＩ）について説明を受

けた。

[委員の意見 ]

・村の人口流出を防ぐために、村の助成制度につ

いての広報活動を行うべき。

②消防団員の処遇改善について（原子力対策課）

・全国的に減少している消防団員を確保するた

め、各報酬等の見直しについて説明を受けた。

[委員の意見］

・村民生活の安全に寄与している他の団体等の処

遇も検討するべき。

・少子高齢化の観点から消防団員の年齢制限につ

いて見直しをするべき。

福祉教育常任委員会

■「学校給食の無償化について」(委員会付託 )及び「地域密着型介護老人
　福祉施設整備及び運営事業者について」他３件の報告について審議（３月15日）
[ 陳情 ]「学校給食の無償化について」

・給食に係る費用を国が負担することで村の財政

負担軽減につながることから、「採択」すべき

ものとし、意見書を内閣総理大臣、衆議院議長、

参議院議長へ提出することとした。

①地域密着型介護老人福祉施設整備及び運営事

業者について（福祉課）

・施設の整備年度を令和４年度として事業者を募

集したところ、応募がなかった旨の報告を受け

た。

②村営墓地整備事業について（福祉課）　

・尾駮レイクタウン北地区の定住者や村外からの

移住者のために整備する村営墓地の事業概要に

ついて説明を受けた。

③新型コロナウイルスワクチンの追加接種及び

小児接種について（健康課）

・ワクチンの３回目接種について、スケジュール

や接種会場別の実施体制等について説明を受け

た。

・小児接種については、村内の５歳から 11 歳の

対象者 526 人に対し、本年３月 22 日から９月

30 日の間に、保護者の意思に基づき接種を実

施する。

[委員の意見 ]

◆小児接種の実施にあたっては、保護者の仕事

や児童の学業の支障にならないよう接種等を考

慮するべき。

④千歳平小学校整備事業について（学務課）

・新校舎の整備状況について、現在の状況、事業

スケジュール、児童数の推移等について説明を

受けた。

委 員 会 レ ポ ート委 員 会 レ ポ ート

産業建設常任委員会

■「水田活用の直接支払交付金の見直しを中止し、農家経営支援の強化を
　求める陳情について」（委員会付託）及び「豪雪に伴う農業用施設等の
　被害状況について」他１件の報告について審議（３月11日）
[ 陳情 ]「水田活用の直接支払交付金の見直しを

中止し、農家経営支援の強化を求める陳情につ

いて」

・本村の水田農家に影響があることから、「採択」

すべきものとし、意見書を内閣総理大臣、農

林水産大臣へ提出することとした。

①豪雪に伴う農業用施設等の被害状況について

（農林水産課）

・豪雪に伴う農業用ハウス等の被害件数や再建支

援に係る申請件数等について説明を受けた。

②豪雪に伴う除排雪の実施状況について（建設

課）

・今年度の除排雪経費について、約５億６千６百万

円になる見込みであるとの説明を受けた。

・冬季閉鎖路線の開通や春の農作業が早期に着手

できるよう、農道除雪も行う。

[委員の意見 ]

◆雪解け後における国道の破損が著しいことか

ら、早急に県に働きかけるべき。
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…
…
編
集
後
記
…
…

議
会
だ
よ
り
第
60
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
沢
山
の
方
が
新

生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
様
々
な
こ
と
が
制
約
さ
れ
、

思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
部
分
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
本
村
で
は
、
３
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
、
５
月

末
に
は
対
象
者
全
員
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
終
わ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
県

内
で
は
感
染
拡
大
が
続
い
て
お
り
、
終

息
が
見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
り
、
今

後
も
一
人
ひ
と
り
が
感
染
防
止
対
策
を

し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
達
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
及
び
地
域
の
た
め
、

条
例
・
予
算
の
議
決
及
び
行
政
の
監
視

機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
度
も
、
皆
さ
ま
に
読

ん
で
い
た
だ
け
る
広
報
づ
く
り
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

委
員
長

副
委
員
長

委

員

六
ヶ
所
村
議
会
広
報
委
員
会
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竜
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美

髙　

田　

博　

光

寺　

下　

和　

光

　議会を監視するのは『あなた』です。３月定例会の傍聴人は17人でした。あなたも議会の傍聴をし
てみませんか？傍聴は村政を知る良い機会です。
　定例会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催されます。臨時会は必要に応じて開催されます。
詳しくは議会事務局７２－８１２１へお尋ねください。

議会傍聴議会傍聴

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？

令和４年第２回六ヶ所村議会定例会会期日程（案）
日　程 月　日（曜日） 区　　　分 会　議　内　容

第１日目 ６月２４日 （金） 本会議（午前 10 時） 開会、提出議案上程・説明、委員会付託

第２日目 ６月２５日 （土） 休 日 休 会

第３日目 ６月２６日 （日） 休 日 休 会

第４日目 ６月２７日（月） 本会議（午前 10 時） 一　般　質　問

第５日目 ６月２８日（火） 休 　 　 　 　 会 常任委員会※

第６日目 ６月２９日 （水） 休 　 　 　 　 会 常任委員会・特別委員会※

第７日目 ６月３０日 （木） 本会議（午前 10 時） 議案審議

第８日目 ７月　１日 （金） 本会議（午前 10 時） 議案審議・委員長報告・閉会

※　各委員会の開催時間等は決まり次第、HP でお知らせします。　【議会の日程は変更されることがあります】

ロシアによるウクライナへの侵略に対して抗議する決議について
全会一致で可決‼

　去る３月９日本会議初日に、「ロシアによるウクライナへの侵略に対して抗議する決議」が議員
発議により本会議に提出され、全会一致にて可決されました。決議文は次のとおりです。

　２月２４日、ロシアは国際社会の度重なる警告を無視しウクライナへ侵攻した。
　この行為は国際社会の平和と安全を著しく損なうものであり、国際秩序の根幹を揺るがす暴挙
である。
　このように、力を背景とした一方的な現状変更をしようとする軍事侵攻は、明白な国際法違反
であり断じて容認することができない。
　さらに、現地在留邦人は緊迫した状況のなか、安否確認の対応に追われるなど厳しい状況にお
かれている。
　よって、本議会においては、今回のロシアによる軍事的暴挙に対し、抗議と非難の意を強く表
明するとともに、即時攻撃を停止し完全撤退を求めるものである。
　また、政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携し、
毅然たる態度でロシアに対して迅速かつ厳格な制裁措置をとるよう強く要請する。

　以上決議する。　
令和４年３月９日　六ヶ所村議会


